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梅雨だったかどうか分からないような天候が続き、気づいたら梅雨明けしていましたね。そして梅雨明け

と同時に真夏の暑さと豪雨というこれまでとはちょっと違う気候になってきましたが、気持ちだけでも前向

きにいくしかありません。コロナウィルス、熱中症と各自十分に気をつけながら暑い夏を乗り切っていきま

しょう。 

 

【令和 4年 7月号】「経営を継栄に」 
経営者、経営幹部、経営状況、経営理念、経営計画…などなど「経営」という言葉が使われる

場面は非常に多いですよね。日常的に当たり前のように使われている言葉こそしっかり意味を

押さえておいた方が良いと思います。そもそも「経営」と言う言葉の意味はある辞書によるとこ

う書かれています。 
① 方針を定め 
② 組織を整えて 
③ 目的を達成するように 
④ 持続的に事業を行うこと 
とすると方針を定めていないと経営とは言えない、組織を整えていないと経営とは言えない、目

的を達成するような仕組みが無いと経営とは言えない（そもそも目的が明確で無いといけない

のは言うまでもありません）、持続的に事業を行っていないと経営とは言えない、と言うことに

なります。 
皆様の会社はいかがでしょうか？「経営」という言葉の定義をしっかりと再認識した上で、目

的を明確にし、理念・方針を定め、組織を整えながらその具現化のために経営計画を策定して持

続的に取り組んでいく必要があると思います。厳しいようですが経営計画の無い経営は経営で

は無いとも言われます。是非経営計画を策定して『経営を継栄に』していきましょう。 
経営計画を策定したい方はいつでもお気軽にお声がけください。 


